




要約:当院新生児医療センターにおいて管理したハイリスク児の周産期医療情報管理につ

いて、その現状と問題点を明らかにし、新潟県の現状についても言及した。(1)県下を統

一して管理する周産期医療情報システムはまだ構築されてはいないが、当院産科への母体

搬送に関する情報ネットワークが確立されつつある。(2)当院のハイリスク児継続看護の

依頼は退院時に所轄保健所に郵送しているが、県内の保健所で得られる情報には施設間で

差がみられた。(3)母子保健法改正の実施による変化は未熟児訪問にはみられなかった。(4)

ハイリスク児の発育発達のフォローとその育児支援のためには、周産期医療情報の管理・

活用と地域、特に保健所との連携を推進することが重要である。


